
　
金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社
　
　
－
特
に
、
生
命
保
険
会
社
の
貸
付
資
金
形
成
を
そ
の
対
象
と
し
て
－

星

野

良

樹

保
険
金
融
機
関
と
言
う
よ
-
は
、
金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社
に
つ
い
て
、
ク
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ
ー

ン
(
G
.
C
L
a
y
t
o
n
.
,
W
.
T
.
O
s
b
o
r
n
.
,
I
n
s
u
r
a
n
c
e
C
o
m
p
a
n
y
l
n
v
e
s
t
m
e
n
t
.
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
a
n
d
P
o
l
i
c
y
.

c
h
a
p
白
I
n
s
u
r
a
n
c
e
C
o
m
p
a
n
i
e
s
a
s
 
F
i
n
a
n
c
i
a
l
 
I
n
t
e
r
m
e
d
i
a
r
i
e
s
.
)
両
氏
の
説
の
要
旨
に
若
干
の
私

見
を
加
え
た
〓
ノ
の
試
論
で
あ
る
。
頃
筆
者
が
言
う
貸
付
可
能
資
金
と
は
、
特
に
本
稿
に
お
い
て
生
命
保
険

会
社
に
社
会
的
に
集
中
さ
れ
た
資
金
(
保
険
料
給
紙
)
で
、
資
産
(
a
s
s
e
t
s
)
と
し
て
そ
れ
が
運
用
で
き
る
も

の
全
て
皇
一
口
う
。
即
ち
、
貸
付
金
有
価
証
券
、
現
金
頭
金
コ
ー
ル
ロ
ー
ン
、
不
動
産
等
へ
運
用
可
能
な
資
金
は

全
て
含
め
て
そ
れ
を
言
う
も
の
で
あ
る
。

一
、
一
謂
詣
欝
諸
塚
一
保
険
加
入
者
を
し
て
、
二
股
に
保
険
投
資
家
と
い
う
。
投
資
家
と
し
て
の
保
険
会
社
（
保
険
者
）
は
、

そ
の
意
味
で
の
保
険
投
資
家
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
資
金
1
－
保
険
料
の
蓄
積
部
分
－
に
、
彼
等
の
為
お
よ
び
自
己
の
為
の
将
来
的
貨
幣

増
殖
目
的
を
伴
な
わ
せ
運
用
す
る
者
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
保
険
の
技
術
的
装
置
か
ら
み
れ
ば
、
そ
こ
に
機
関
投
資
家
と
し
て
お
よ
び
金

①

融
仲
介
桜
田
と
し
て
の
行
動
性
を
有
す
る
。
従
っ
て
、
例
え
そ
の
運
用
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
が
生
産
的
利
用
に
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
ろ



経

営

と

経

済

ム/、

う
と
も
、
保
険
会
社
の
究
極
的
目
的
は
将
来
的
貨
幣
の
増
殖
に
あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
保
険
会
社
は
、
所
謂
設
備
投
資
、
証
券
投
資
、

資
金
投
資
(
貸
付
)
、
不
動
産
投
資
、
(
再
)
保
険
投
資
等
々
を
採
る
。

し
か
し
、

一
つ
は
、
個
々
の
保
険
加
入
者
(
保
険
契
約
者
)
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

こ
の
よ
う
な
保
険
会
社
の
将
来
的
貨
幣
増
殖
策
も
、

る
多
数
人
に
よ
り
苔
積
さ
れ
た
貯
蓄
を
彼
等
に
代
っ
て
、
計
画
し
、
決
定
し
、
そ
し
て
実
現
す
る
任
務
を
必
然
的
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
と

②
 

共
に
、
他
方
で
は
資
本
市
場
に
お
け
る
金
融
仲
介
業
者
、
投
資
家
と
し
て
の
利
潤
極
大
化
を
も
目
的
と
す
る
。
保
険
会
社
の
運
用
す
る
資

③
 

金
は
対
保
険
契
約
者
(
被
保
険
者
)
と
の
「
契
約
上

(
g
E
2
2
5
3
の
貯
蓄
」
に
基
因
す
る
ゆ
え
に
、

保
険
契
約
を
履
行
す
べ
く
辺

用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
有
る
意
味
に
お
い
て
、
利
潤
の
極
大
化
を
目
的
と
し
得
る
か
は
、
そ
の
契
約
が
「
保
険
契
約
」
で
あ
っ
て
、
保

険
者
が
、
|
|
結
果
的
に
は
集
積
し
た
資
金
運
用
ま
で
も
契
約
の
一
条
項
と
し
て
約
束
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
一
切

@
 

保
険
会
社
の
裁
量
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
事
実
、
保
険
契
約
者
は
自
己
の
支
払
保
険
料
を
保
険
会
社
に
よ
り
如
何
に
運
用

さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
に
つ
き
何
の
関
心
を
も
示
さ
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
後
述
〔
四
、
〕
の
口
(
保
険
契
約
者
お
よ
び
保
険
会
社

の
行
動
)
よ
り
明
ら
か
な
と
と
く
、
保
険
会
社
と
し
て
の
役
割
と
金
融
仲
介
業
者
、
あ
る
い
は
投
資
家
と
し
て
の
役
割
と
は
離
叛
す
る
も

の
で
は
な
く
表
裏
一
体
の
関
係
を
有
す
る
。

① 

。
-
C
F
3
Zロ
一
巧
・
叶
・
。
印
げ
O
B
・"同ロ回口
E
5
0
の
O
B℃
g
u
-
F
4
0
Z
B
g
同
F
o
E。
ロ
・
一
回
目
印
・
ヲ
コ

② 

の・ゎ
F
3
Zロ一司・叶・
C
M
σ
0
5一目立仏・

ゎ・吋・∞

Z
ロ【
H
O
B
-
-
G
O
B
O
H
M
g
z
o自
由

吉

5
0
何回
Z
B
E
Zロ
O同同
MO円印。
s
-
m
2
z
m
g円
四
回
ロ
話
己
目
。
ロ
ペ
冨
告
の
F
0
1
2
m
g
z
m昨
日

g
H

③ 

ぎの
-
Z
u
-
-
5
2・一の・ゎ
F
3
Z
R
当・叶・
0
ろ
R
P
L
E【
H・
s
-
M
N
I
M
ω
・
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
保
険
料
貯
蓄
(
伺
人
)
と
種
々
の
契

約
上
の
貯
苔
と
の
比
較
お
よ
び
そ
の
統
計
的
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
な
を
の
・
ゎ
F
3
Z
R当・叶・

ouσ0門口・

5
E
・同)・ム∞・

H
y
g
を
見
よ
。

。・の
F
3
Z口一司・叶・

9
Z口・
5
5
・℃・
ωω
・

④ 



~
金
融
理
論
か
ら
み
た
J

F

保
険
会
社
の
地
位
。
、

イ

金
融
仲
介
機
関
と
一
口
氏
言
っ
て
も
、

そ
れ
を
例
記
す
れ
ば
、
中
央
銀
行
、
商
業
銀
行
、
相
互
銀
行
、
保
険
会
社
、
年
金
退
職
基
金
、

貯
蓄
組
合
、
政
府
貸
付
機
関
等
々
そ
の
数
た
る
や
多
数
に
の
ぼ
る
。
乙
れ
ら
を
統
計
的
・
機
能
的
・
組
識
的
に
分
類
す
る
た
め
銀
行
、
保

険
、
雑
金
融
機
関
と
に
分
け
る
者
も
あ
る
が
、
銀
行
金
融
仲
介
機
関

V
Eロ
W
2
8ロ
丘
町
ニ
宮
古
門

B
a
z
z
g八
と
非
銀
行
金
融
仲
介

機
関

V
Bロ・げ
g
F
。
円
ロ
o
ロ
・
目
。

5
仲
良
匂
片
山
口
ω
ロ
丘
丘
吉
仲
良
自
主
E
E
g八
と
に
分
類
し
、
特
に
後
者
の
そ
れ
は
生
命
保
険
会
社
を

念
頭
に

λ
れ
た
。

伝
統
的
な
金
融
理
論
の
発
展
に
順
ず
れ
ば
、
商
業
銀
行

v
g
B
B
R己
巳

t
g
w八
に
関
す
る
貨
幣
的
金
融
的
研
究
に
重
点
が
お
か
れ
、

生
命
保
険
会
社
の
ご
と
き
非
銀
行
金
融
機
関
は
貨
幣
需
要
に
つ
き
、
事
実
上
、
中
立
的
立
場
に
あ
る
も
の
|
|
単
に
資
金
の
仲
介
者
で
あ

①
 

る
と
し
て
、
か
つ
て
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
伴
な
い
、
所
謂
金
融
理
論
が
新
し
い

条
件
の
も
と
に
応
じ
て
展
開
さ
れ
る
に
至
た
り
、
非
銀
行
金
融
機
関
に
関
す
る
研
究
の
重
要
性
が
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

。・の
C
1
0ロ
・
一
司
・
吋
・
0
§
0円ロ
J
F
E・
U
-
M
∞・

① 

ロ

金
融
理
論
の
基
本
的
内
容
を
、
仮
に
、

ω貨
幣
の
流
れ
と
物
の
流
れ
と
の
関
係
お
よ
び
通
貨
呈
の
問
題
究
明
と
、

ωそ
れ
に
金
融
機
関

・
信
用
創
造
の
機
椛
お
よ
び
金
利
決
定
機
桔
の
究
明
と
に
大
別
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
ら
利
子
論
お
よ
び
国
民
経
済
に
お
け
る
制
度
的

金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社

ム

/¥  



経

営

と

経

済

六
回

構
造
的
研
究
を
そ
の
中
核
と
す
る
と
一
一
一
口
う
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ソ

l
ン
ト
ン
(
国
・
吋

Z
B
Zロ)、

マ
ル
サ
ス
(
冨
巳
'

同町富
ω)
、
卜
レ
ン
ス
(
吋
o
口
。
ロ
ω)
、
リ
カ
l
ド

①
 

共
に
、
彼
等
の
理
論
を
基
礎
に
、
自
然
利
子
率

V
E昨
日
巳

g
z
。

hzzzω
同
八
と
市
場
利
子
率

V
B
2
W
2
2芯
三
百
件
。
円
。
丘
八

(
岡
山
の
凶
片
品
。
)
、
ジ
ョ
フ
リ
ン
(
旬
。
匂
ロ
ロ
)

に
至
り
商
業
銀
行
の
性
格
を
明
確
に
す
る
と

と
に
関
す
る
考
え
を
発
展
さ
せ
た
ヴ
イ
ク
セ
ル
(
司
山
岳
ω
己
目
)
は
「
貯
蓄
・
投
資
の
利
子
決
定
理
論
に
よ
る
均
衡
は
銀
行
の
信
用
創
造
過

程
の
介
入
に
よ
り
著
し
く
不
安
定
な
も
の
と
す
る
」
と
見
倣
し
、
銀
行
活
動
の
性
格
の
一
端
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
貯
蓄
者

(百円

H
Z
E
E
-
8
3円ω)
の
行
動
と
は
無
関
係
に
、
銀
行
信
用
に
よ
り
大
く
の
投
資
が
な
さ
れ
う
る
と
す
る
彼
の
見
解
は
、
彼
の
研
究

②
 

成
果
の
一
つ
の
重
要
な
点
で
あ
る
と
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
始
め
に
至
る
利
子
理
論
は
、

1

1

古
典
的
利
子
論
(
実
物
的
利
子
理
論
)
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ー
ー
ー
既

述
の
ヴ
ィ
ク
セ
ル
景
気
理
論
の
中
枢
た
る
自
然
利
子
率
と
市
場
利
子
率
と
の
関
係
か
ら
な
る
が
、
当
時
の
学
者
は
こ
れ
を
広
く
受
け
入
れ
、

か
つ
ま
た
支
配
的
な
考
え
方
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
三

0
年
代
の
不
況
を
契
機
と
し
て
ヴ
ィ
ク
セ
ル
に
代
表
さ
れ
る
そ
の
考
え
方

こ
の
こ
と
は
新
し
い
貨
幣
経
済
理
論
の
代
表
的
著
者
で
あ
る
ケ
イ
ン
ズ

(同・冨

-W45ω)
の
「
一
般
理

は
反
省
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。

一諭」

(吋

FO
の
ω
ロ
o
g
-
叶

EOO門
司
。
同
開
BH】目。可
B
O
E
W
H
E
2
0丘
州
百
円
四
冨
。
ロ
ou--

一ωω
∞・)

③
 

(
〉
、
吋
円
。
ω片山
ω
ゅ
。
ロ
冨
。
ロ
ouJ
一∞∞
0

・
)
を
あ
げ
る
こ
と
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ケ
イ
ン
ズ
の
考
え
方
を
こ
こ
に
述
べ
る
ζ

と
は
、

お
よ
び
そ
れ
以
前
の
著
書
「
貨
幣
論
」

一
金
融
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社
の
性
格
を
浮
彫
に
す
る
た
め
の
一
手
順
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
但
し
、

一
つ
の
手
順
と
し
て
以
下
そ
れ

を
簡
単
に
述
べ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
筆
者
は
こ
れ
を
軽
率
に
扱
う
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。

ケ
イ
ン
ズ
の
利
子
理
論
の
特
色
は
、
古
典
的
利
子
理
論
(
実
物
的
利
子
理
論
)
の
考
え
方
貯
苔
・
投
資
が
利
子
率
を
決
定
す
る
と
い
う

所
得
の
決
定
要
因
と
し
て
の
み
、

の
で
は
な
く
、

そ
の
意
義
を
認
め
て
い
る
と
=
一
一
口
う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

出品論
1
器
用
+
内
向
将

ー
ー

ω、
専
瑚
H

ヨお
l
出
湖
ー
ー

ω、
故
に
、
可
制
1
慰
澱
ー
ー
と
貯
苔
と
投
資
の
均
等
性
と
い
う
こ
と
は
利
子
率
が
資
金
需
給
と
は



無
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
乙
で
、
ケ
イ
ン
ズ
は
、
利
子
率
は
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
と
言
う
に
、
貨
幣
量
な
る
客
観

的
要
因
と
流
動
性
選
好
と
い
う
主
観
的
要
因
と
の
両
者
の
複
合
体
と
し
て
成
立
し
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
に
つ
い
て
は
、
そ
の

④
 

重
要
性
を
現
在
と
将
来
を
結
合
す
る
連
鎖
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
、
そ
れ
よ
り
派
生
さ
れ
る
所
謂
流
通
手

⑤
 

段
、
価
値
貯
蓄
手
段
に
在
る
と
す
る
。
し
か
も
、
貨
幣
を
需
要
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
貨
幣
の
流
動
性
の
故
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
流
動

性
を
需
要
す
る
に
、
そ
の
動
機
を
大
略
三
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
先
ず
、
取
引
的
動
機

V
可
ωロ
S
2
Z
B
自
己
言
。
八
、
第
二

に
予
備
的
動
機

V
同

J
2
2
Z
0
5
ミ
B
2
z
o八
、
そ
し
て
投
機
的
動
機

V
S
2
E
E
2
0
5。

zz八
|
|
「
貨
幣
論
」
(
〉
吋
同

g
Z
8

。
ロ
富
。

5
可
)
に
お
け
る
産
業
的
流
通
と
い
う
意
味
は
、
第
一
、
第
二
、
の
動
機
が
、
金
融
的
流
通
は
第
三
の
動
機
が
あ
て
は
ま
ろ
う
。

ー
ー
に
分
け
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
種
の
動
機
の
う
ち
投
機
的
動
機
に
も
と
ず
く
貨
幣
需
要
が
利
子
率
と
の
関
連
に
お
い
て
ケ
イ
ン
ズ

は
重
視
す
る
の
が
特
微
で
あ
る
。

① 

の・ゎ

E
3
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一
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吋
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9
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E
P
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M∞
l
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の
-CHL30ロ
・
一
喝
・
叶
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0ωσ0門
口
よ

M
E
P
S
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M
U
l
g
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口
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5
9
8
0
2
-
吋同
HORU可

O同
開
E
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E
g
F
F
Z
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自
門
戸

Eopa--uω
∞
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塩
野
谷
九
十
九
訳
「
雇
用
・
利
子
及
び
貨
幣

の
一
般
理
論
」
(
東
洋
経
済
新
報
社
)
一
宏
一
-kr
叶
百
三

2
0
0ロ
冨

8
3・
鬼
頭
仁
三
郎
訳
「
貨
幣
論
」
(
同
文
館
)
一

ωωN・
を
参
照
す
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』・冨

-
E
3
2・
5
E・
3
・MUωl品
・
(
邦
訳
、
同
長
・
∞
ω
M
l
e
L・冨・同
3
5目
・
』
叶
同

2
2
8
0ロ
冨

8
3・
40】・
H・s
-
ω
!
?
(邦
訳
、

弘
・
「
金
融
理
論
と
現
代
資
本
主
義
」

(
金
融
論
講
座
第
二
巻
)
H
Y
S
ω
・

@ ④ 

⑤ 
第
一
分
冊
、

3
・ωlA)

金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社

六
五



経

営

と

経

済

六
六

一一、
『
グ
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ

1
ン
J

F

両

氏

の

考

え

方

」

イ

ジ
ア
ン

V
同
ミ
ロ
g

E
ロ
八
と
の
双
方
の
理
論

ク
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ポ

1
ン
両
氏
は
、
近
代
資
本
市
場
の
機
能
を
論
ず
る
に
、
前
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン

V
H
M
H
O
-同
3
5
ω
広
ロ
ハ
と
ケ
イ
ン

①
 

(ωzzq
ぇ
目
。
品
己
)
に
二
つ
の
限
界
が
あ
る
と
言
う
。

そ
れ
ら
二
点
と
は
次
の
よ

う
な
事
項
を
指
し
て
い
る
。

吋}同ゆ同
O
U
Z
2
-
o
円
。
。
自
問
2
5
ω

山口
J
1
2
t
H
H
O
E
σ
岱
雪
山
O
R
O同

ω雪
山
口
問
ω
宮
ω件
目
立
江
戸
。
ロ
♂

ω山
口
の
ゆ
山
口
〈
ωω
件
目
。
ロ
片
品
。
，

(

]

h

)

 

。山
ω問。ロ
ω
R
O
S
E
B
O
円四件。

t
o
g
ω
門田
ω
σ
M
1
日
ロ
丘
三
円
山
口
巳
ω・

〆ー、、

岡
、--'

、H，
F
O
。
己
可
。
ロ
片
岡
O
E
2。
巧
。
町
内
ロ
ロ
円
四
ω
吉

S
o
ω
吋

E
O
B
U
S
E
4
E
の
町
。
円
片
岡
山
口
忠
g

Z

岳
O
げ

ωロ
F
ω
ロ【同

H
E
E円

。
σ
日仲間釦片山
Oロ
ωω
円。

ωωω
ロロ
4Fmw

門同件。

ωFM凶
U
O
仲
町
。
。
印
Ho--
。
。
。
℃
O口
件
。
旬
。
件
。
ロ
片
山
ω
戸山口〈
ωω
件。吋
ω・

近
代
資
本
市
場
、
特
に
貸
付
可
能
資
金
市
場

つ
い
て
の
彼
等
の
意
図
す
る
と
ζ

ろ
は
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
貸
付
可
能
資
金
市
場
に
及
ぼ
す
投
資
決
定
力
は
、
金
融
機
関
上
の
ポ

l
ト

フ
オ
リ
オ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

V
U
2
広
三
宮

B
S
ω
m
2
m八
の
そ
れ
が
、
私
的
個
々
人
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

然
も
、
専
門
職
的
投
資
家
に
導
び
か
れ
る
動
機
は
、
私
的
個
人
行
動
を
刺
激
す
る
動
機
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
乙
に
は
特
殊
な
性
格
・

力
が
支
配
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
相
対
的
、
内
在
的
に
は
私
的
個
々
人
的
投
資
家
の
意
思
に
よ
り

(吾
ω
B
R
W
O
片
岡
。
門
戸
O
ω
S
F
Z
P
E
ω
)

の
投
資
決
定
に
関
し
て
は
上
述
の
二
点
に

そ
れ
が
定
ま
る
と
す
る
も
、
直
接
的
、
表
面
的
に
は
専
門
職
的
投
資
家

l
i機
関
投
資
家
の
そ
の
意
思
決
定
に
よ
り
そ
れ
が
左
右
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
経
済
成
長
を
中
心
に
そ
れ
を
と
り
ま
く
金
融
市
場
の
煩
雑
な
問
題
は
、
そ
れ
を
対
処
す
る
に



私
的
個
人
的
投
資
方
策
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代
的
金
融
機
関
お
よ
び
そ
の
制
度
・
機
能
の
出
現
と
、
相
対

的
に
重
要
性
が
増
し
て
き
た
非
銀
行
金
融
機
関
に
関
す
る
役
割
を
わ
れ
わ
れ
が
再
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
今
日
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
や
ケ
イ
ン

②
 

ズ
等
の
金
融
理
論
か
ら
少
な
か
ら
ず
脱
皮
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
新
し
い
金
融
理
論
と
し
て
、
ク
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ
ー

ン
両
氏
は
、
非
常
に
興
味
の
あ
る
最
近
の
研
究
に
、
ガ

i
レ
イ
(
?
の
・
の
R
Z
U
1
)

、
シ
ョ

i
(開・印・

ωgd司
)
の
も
の
が
あ
る
と
し
て
、

③
 

一
九
六
二
。
)
を
あ
げ
る
。

a
V
向。ロ
O
V
1
Z
m
w

吋日
H
O
O
円
一
可
。
町
出
ロ
ωロ
oo--
∞m
o
・-

(
桜
井
欣
一
郎
訳
「
貨
幣
と
金
融
』

〔
至
誠
堂
〕

① 

の・ゎ

E
1
8
-一.巧・
4
・9
Z
B
-
L
E
P
S・ω
N
l
ω
・

@ 

グ
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ
1
ン
両
氏
は
伝
統
的
金
融
理
論
で
は
、
銀
行
中
心
的
で
今
日
の
金
融
構
造
の
変
佑
と
金
融
政
策
|
|
非
銀
行
金
融
機
関
の

役
割
を
充
分
に
劃
酌
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
ー
ー
に
十
分
対
処
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
と
れ
に
反
省
を
求
め
る
(
の
-
C
F
3
Zロ・目

当・吋

-
P
E
E
-
-
F
E・)。、

③ 

ガ
1
レ
イ
、
シ
ョ
1
理
論
に
反
対
す
る
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
、
ヵ
ル
バ
1
ト
ツ
ン
教
授
(
」

-zh己
Z
2
8ロ・・

E
Z
2岡戸包
E
1
2
8仏
冨
。
，

S
Z円
ヨ
〉
の
同
伊
丹
目
立
ω
B
O
同
吾
ω

の
ロ
ュ
ミ
・

ωEd司叶日
HOO
円匂
-
K
F

・
開
・
同
・
富
良

-su∞・
3
・
コ
宮
町
・
)
そ
の
他
ス
ミ
ス
教
授
(
巧
・
円
、
.
∞
日
=
F
)
、
ヘ
ン

グ

1
ソ
ン
数
授
(
叶
・
冨
・
出

g門
Hogg-)
、
フ
ロ
ウ
ン
ト
教
授
〈
当
・
の
・
司

3
5
3
等
が
い
る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
板
怠
量
一
教
授
が
二
編

の
論
文
、

「
銀
行
の
地
位
の
相
対
的
低
下
を
め
ぐ
る
問
題
」

(
経
済
学
論
集
第
四
巻
四
号
)
、

「
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
と
金
融
政
策
」

(
経
済
学

論
第
五
巻
二
号
)
に
招
介
し
て
い
る
。

口

シ
ョ

l
両
教
授
の
理
論
上
の
外
皮
は
、
す
な
わ
ち
、
金
融
機
関
、
殊
に
非
銀
行
金
融
仲
介
機
関
に
あ
っ
て
、
商
業
銀
行
、
相

互
貯
蓄
銀
行
の
比
重
低
下
と
生
命
保
険
・
年
金
基
金
の
比
重
上
昇
に
あ
い
ま
っ
て
、
宮
に
非
銀
行
金
融
仲
介
機
関
の
貨
幣
経
済
へ
の
役
割

ガ
l
レ
イ
、

金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社

六
七
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①
 

が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

ωそ
の
為
に
、
金
融
政
策
を
商
業
銀
行
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
該
政
策
の
効
果
を
弱
体
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
し
、
然
も
、

ω商
業
銀
行
と
そ
の
他

V
ロ
Oロ
-
B
O
R
Eミ
一
切
。
円
ロ
Oロ・げ何百目内向山口
ω
E
Eご
ロ
芯
口
出
ゆ
品
目

ω門戸
2
八
と
の
間

に
機
能
上
重
要
な
差
異
は
比
較
的
小
さ
く
、
前
者
侃
主
の
金
融
政
策
は
銀
行
の
地
位
を
低
下
さ
せ
る
。
故
に
、

ω金
融
政
策
を

g
p
B
g
?

Z
ミ
・
。
門
口
。
ロ

-
v
g
W
2
5ロ
三
巴

E
Z片
岡

H
5
E
R
w
m
に
迄
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
三
点
が
彼
等
の
主
張
す
る
金
融
理
論
の

外
皮
で
あ
る
が
、
乙
の
理
由
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
先
ず
事
実
上
次
の
こ
と
を
認
め
で
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
公
衆
の
相
対

的
所
得
水
準
の
上
昇
と
そ
れ
に
相
ま
っ
て
の
資
産
蓄
積
水
準
の
上
昇
な
ら
び
に
社
会
経
済
制
度
そ
の
も
の
の
変
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
ガ

i
レ
イ
、
シ
ョ

l
両
教
授
の
見
解
の
重
要
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ

l
ン
両
氏
の

②
 

意
図
す
る
所
に
近
ず
く
こ
と
に
な
る
。
拐
て
、
ガ

i
レ
イ
、
シ
ョ

l
両
教
授
の
見
解
の
な
か
で
、
重
要
な
点
は
間
接
負
債
と
直
接
負
債
と

の
区
別
で
あ
る
。
こ
の
区
別
を
も
と
に
し
て
、
金
融
仲
介
機
関
と
言
わ
れ
る
も
の
の
役
割
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
|
|
金
融

仲
介
機
関
と
い
わ
れ
る
も
の
の
役
割
と
は
、
ゲ
ωロ
F
。
吋
ロ
o
ロ・
σω
ロ
F
の
一
切
を
含
め
て
、

低
い
利
子
率
で
借
り
る
。
あ
る
屈
の
一
次
証
券
の
市
場
を
緩
和
せ
し
め
、
質
の
よ
い
代
替
物
と
し
て
の
間
接
証
券
あ
る
い
は
間
接
金
融
資

産
を
作
る
。
そ
し
て
両
者
証
券
の
利
廻
り
差
を
金
融
機
関
は
代
償
と
し
て
受
取
る
と
言
う

o
g
p
F
と

s
p
a
t
s
-♂
と
の
差
異
は
、
通

常
は
、
銀
行
は
貨
幣
を
作
り
だ
す
が
、
ロ
o
p
-
t
S
F
は
資
金
仲
介
者
と
し
て
の
貨
幣
以
外
の
請
求
権
を
創
出
す
る
と
い
う
役
割
を
果
す
と

す
る
。
こ
の
点
、
既
述

ωの
如
く
、
ガ

l
レ
イ
、
シ
ョ

l
両
教
授
は
、
両
者
の
差
異
を
認
め
つ
つ
も
、
ー
ー
ー
貨
幣
を
創
造
す
る
点
で
は
他

あ
る
高
さ
の
利
子
率
で
貸
し
、

そ
れ
よ
り
も

の
金
融
機
関
と
は
異
な
る
が
、
貸
付
資
金
を
創
造
し
な
い
主
い
う
点
で
は
同
様
で
あ
る
と
し
て
、
ー
ー
ー
既
述

ωの
如
、
さ
立
坊
を
と
る
。
こ

乙
で
貸
付
資
金
と
は
「
貯
蓄
に
貨
幣
純
創
出
額
を
加
え
た
も
の
」
と
い
う
意
味
の
も
の
で
は
な
く
「
貸
手
側
の
貯
苔
」
ー
ー
と
の
点
に
つ

③
 

い
て
は
さ
ら
に
後
述
し
た
が
、
ー
ー
を
意
味
す
る
。

ク
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ

l
ン
両
氏
は
、
ガ

l
レ
イ
、

シ
ョ

l
両
教
授
の
見
解
の
大
略
を
以
上
の
点
ま
で
述
べ
て
、

ロ。ロ・ず
ωロ
付
片
山
口
ωロ'



④
 

丘
丘
町

H
2目
立
訂
ユ

g
の
一
形
態
と
し
て
の
保
険
会
社
の
特
殊
性
を
述
べ
ん
と
急
ぐ
。
し
か
し
、
さ
ら
に
論
究
し
て
お
く
こ
と
が
、

ク

レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ
!
ン
両
氏
の
説
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

其
処
で
、
貸
手
側
の
貯
蓄
に
対
し
て
の
借
手
側
の
そ
の
需
要
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
、
直
接
負
債
と
間
接
負
債
と
の
関
係
を
述

べ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
は
同
時
に
ク
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ボ

l
ン
両
氏
の
考
え
万
へ
の
一
一
回
の
接
近
で
も
あ
る
。
鎌
倉
氏
は
、
ガ

l
レ
イ
、

シ
ョ

l
同
教
授
の
直
接
負
債
と
間
接
負
債
と
に
つ
き
わ
れ
わ
れ
に
容
易
に
理
解
さ
れ
う
べ
く
次
の
ご
と
く
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
借
手

グ
ル
ー
プ
た
る
企
業
側
が
投
資
活
動
を
進
め
る
に
必
要
な
資
金
を
借
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
:
:
:
企
業
が
借
入
れ
に
あ
た
っ
て
採
用
す
る

方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
株
式
、
社
債
の
発
行
、
手
形
の
振
り
出
し
、
そ
の
他
借
入
金
の
形
式
を
企
業
が
採
る
こ
と
が
あ
る
。
:
:
:
ガ

l

レ
イ
・
、

シ
ョ

l
両
教
授
は
こ
れ
を
企
業
の
直
接
負
債
で
あ
る
(
と
言
う
。
)
。
こ
れ
ら
の
社
債
、
株
式
、
手
形
が
貸
手
グ
ル
ー
プ
(
家
計
)

た
る
消
賀
者
に
よ
っ
て
持
た
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
多
い
。
企
業
グ
ル
ー
プ
が
ζ

れ
ら
の
:
:
:
負
債
に
よ
っ
て
資
金

を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
も
;
:
:
個
々
の
消
費
者
に
と
っ
て
十
分
都
合
が
よ
い
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
企
業
の
基
礎
が
ど
の
程
度
強
固
か
、

:
個
々
の
直
接
負
債
の
危
険
の
皮
合
も
、
か
な
ら
ず
し
も
一
定
で
な
い
。
消
費
者
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
余
剰
資
金
が
あ
っ
て
も
、
借
手

た
る
企
業
の
状
況
、
直
接
負
債
の
安
全
皮
・
流
動
性
な
ど
い
ち
い
ち
検
討
す
る
こ
と
も
容
易
で
な
い
。
貸
手
グ
ル
ー
プ
か
ら
借
手
グ
ル

l

プ
へ
の
貸
付
資
金
の
供
給
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
な
い
:
:
:
。
」
従
っ
て
、
「
金
融
機
関
の
主
た
る
業
務
」
で
あ
る
与

信
業
務
を
通
じ
て
間
接
負
債
を
造
出
す
る
。
一
万
消
賀
者
か
ら
み
れ
ば
、
「
金
融
機
関
に
対
す
る
信
頼
あ
る
い
は
こ
れ
ら
間
接
負
債
に
応

ず
る
容
易
な
定
め
な
ど
が
あ
る
た
め
、
金
融
機
関
の
間
接
負
債
は
た
や
す
く
消
化
さ
れ
う
る
。
:
:
:
金
融
機
関
は
直
接
負
債
を
買
入
れ
、

⑤
 

そ
の
質
を
高
め
て
間
接
負
債
に
し
、
そ
の
差
を
利
ザ
ヤ
と
し
て
受
取
る
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

① 

ル
1
.ザ
(
戸
〈
・
問
。
。
ω
ω
)

の
い
う
金
融
機
闘
別
梢
成
の
長
期
的
変
化
の
う
ち
で
は
、
生
命
保
険
会
社
や
年
金
基
金
の
よ
う
な
長
期
的
資
金
供
給
期

間
の
比
重
の
上
昇
を
言
う
も
の
で
あ
る
(
戸
〈
-
F
5
8
・¥
E
Z目
的
仲
間

E
2
8仏

S
o
n
g巳
回
E
w
-
-
S
2
・
参
照
)

金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社

六
九
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こ
の
点
の
説
明
は
、
鎌
倉
昇
氏
・
「
金
融
経
済
の
構
造
」
(
経
済
発
展
研
究
一
一
読
書
第
四
巻

)
E
y
g
i
h
-
-
に
簡
明
に
説
諭
さ
れ
て
い
る
。

』
・
の
・
の
ロ
ユ
ou--一切・∞・
ω『
ω
巧
・
・
同
O
U
H
W
-

言
。
ロ
-
v
o
z
m。一口
-
a

〉

B
0
2
・開。。
P
同
0
4
・・同)・一
ω一切・

③ ④ 

。・

9
ミ
件
。
ロ
・
一
司
・
叶
・

9
ぎ
円
ロ
・
二

E
P
3
・8
1
4・

⑤ 

鎌
倉
氏
・
前
揚
書

3
・∞ム
l
u

ノ、

以
上
の
事
か
ら
、
保
険
会
社
に
つ
い
て
こ
れ
を
あ
て
は
め
る
な
ら
ば
、
蓋
し
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
保
険
会
社
が
保
険
契
約
者
と
の
合

意
に
も
と
ず
い
て
保
険
証
券
を
発
行
し
交
付
し
、
且
つ
そ
れ
に
よ
り
保
険
料
を
保
険
契
約
者
は
保
険
会
社
に
納
め
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
限

り
で
は
保
険
会
社
は
金
融
仲
介
機
関
と
は
い
え
な
い
。
と
同
時
に
、
こ
の
場
合
保
険
会
社
の
発
行
す
る
証
券
(
旬
。
ロ
ミ
。
片
山
口

2
2
5
0一

旬
。
日
目
。
。
一
〈

2
包

S
2ロロ
mmω
の

E
Zロ
)
は
、
単
に
保
険
契
約
の
成
立
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
一
応
の
証
拠
と
な
る
効
力
を
有
す
る
証
拠

証
券
に
す
ぎ
ず
、
保
険
会
社
に
と
っ
て
は
保
険
金
支
払
い
に
あ
た
っ
て
の
免
責
証
券
と
な
る
。
し
か
し
、
保
険
会
社
が
保
険
証
券
の
記
載

事
項
を
利
用
し
、
か
っ
契
約
に
よ
り
払
込
ま
れ
た
る
保
険
料
を
も
っ
て
企
業
の
直
接
負
債
を
購
入
し
た
場
合
は
、
保
険
証
券
は
間
接
証
券

(
保
険
会
社
に
と
っ
て
は
非
貨
幣
的
間
接
負
債
、
保
険
契
約
者
に
と
っ
て
は
非
貨
幣
的
間
接
資
産
)
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
。
乙
こ
に
至

り
、
保
険
会
社
が
一
一
組
の
金
融
仲
介
機
関
と
し
て
資
本
市
場
へ
の
窓
口
を
閃
く
こ
と
に
な
る
。

保
険
証
券
が
既
述
の
意
味
で
の
間
接
証
券
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
と
す
る
も
、
保
険
会
社
以
外
の

g
ロ
-
t
g
W
2
5目立
ω
-
Z
Z
2
5
・

E
R
Z
ω
の
発
行
す
る
間
接
証
券
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
会
社
以
外
の
ロ

O
D
-
t
g
W
2
8
p巳
巳
古
宮
口

5
E
R
U

は
直
接
証
券
を
そ
の
間
接
証
券
に
転
換
さ
せ
る
場
合
に
、
大
体
に
お
い
て
、



村

間
接
証
券
が
高
低
自
由
な
額
面
の
都
合
の
よ
い
単
位
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
。

そ
の
証
券
に
買
戻
し
価
額
が
存
在
す
る
乙
と
。

∞
 

と
い
う
二
点
を
も
っ
て
そ
の
仲
介
機
能
と
す
る
を
特
徴
と
す
る
。
し
か
し
、
保
険
証
券
は
こ
れ
ら
二
つ
の
特
徴
を
十
分
に
発
揮
し
え
な
い
。

と
一
一
一
一
口
う
の
は
、
付
の
特
徴
は
、

一
応
は
全
部
保
険
・
一
部
保
険
等
に
よ
り
あ
る
い
は
保
険
金
額
を
任
意
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
を
定
め
る
こ
と
を
も
っ
て
叶
う
と
す
る
も
、
同
の
場
合
は
、
所
謂
損
害
保
険
と
生
命
保
険
の
場
合
と
で
異
に
す
る
。
生
命
保
険
の
場
合

「
保
険
契
約
者
に
対
す
る
貸
付
」

V
3
Z
3
H
C
S
二
v
丘
町

Ng仏
R
Z
Z
R
官
宮

2
2
S
2
8同
ヲ
)
】
向
。
。
八
、
特
に
保
険
証

lま券
担
保
貸
付
が
そ
の
特
徴
の
一
形
態
と
し
て
見
倣
し
得
る
。
損
害
保
険
の
場
合
は
、
該
保
険
会
社
が
ひ
と
た
び
危
険
を
負
担
し
た
以
上
、

ロ
虫
色
目
げ
ω
片
付
。
広
分
門
司
円
即
日
目
。
に
よ
り
、
既
収
保
険
料
を
返
還
せ
ず
、
未
収
分
が
あ
れ
ば
契
約
終
了
後
も
保
険
料
を
徴
収
し
得
る
と
す

る
の
が
原
別
で
あ
る
。
実
際
上
は
契
約
の
失
効
ま
た
は
解
除
の
場
合
の
保
険
料
返
還
に
つ
い
て
約
款
に
「
未
経
過
保
険
料
の
返
還
規
定
L

を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
も
、
増
し
て
第

ωの
特
徴
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
解
せ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
付
、
口

の
特
徴
が
十
分
に
生
か
さ
れ
得
な
い
の
は
、
蓋
し
、
保
険
の
あ
る
べ
き
姿
の
も
た
ら
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
乙
乙
に
言
う
「
保
険
の
あ
る
べ

き
姿
の
も
た
ら
す
と
こ
ろ
」
と
は
、
保
険
に
付
す
こ
と
の
で
き
る
利
益
、
そ
れ
に
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
き
危
険
お
よ
び
そ
の
結
果
た
る
損
害

が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
を
保
険
法
お
よ
び
社
会
的
、
経
済
的
政
策
的
法
条
に
よ
り
強
く
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
口
し
か
し
、
付

ωは
保
険
契
約
者
(
資
金
余
剰
部
門
)
の
自
ら
の
ポ

l
ト
フ
オ
リ
オ
に
と
っ
て
重
要
条
件
と
な
る
。
生
命
保
険
会
社

に
お
い
て
は
、
そ
こ
に
保
険
契
約
上
の
貯
蓄

v
u
g
H
Sの
ω
g巳
2
2
5
-
s
iロ
m八
と
い
う
形
態
を
踏
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
保
険
需

安
者
に
約
定
す
る
こ
と
に
よ
り
大
規
模
な
資
金
の
社
会
的
集
中
を
計
り
、
そ
れ
を
迎
用
す
る
乙
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
保
証
し
、
さ
ら
に
は
、①
 

サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
一
仰
の
広
い
高
度
な
も
の
へ
と
努
力
し
つ
つ
、
資
本
市
場
へ
の
窓
口
を
聞
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
と
乙
ろ
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
保
険
会
社
の
と
と
き
、

gロ・
σ
S
W
内
山
口

2
0
Uご
ロ
片
岡
田
ο
日
常
守
ω
を
合
め
て
金
融
機
関
は
、
乙
れ
が
い
か
に
し
て
貸
手
グ
ル

金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社

七



経

営

と

経

済
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ー
プ
か
ら
借
手
グ
ル
ー
プ
へ
の
資
金
の
流
れ
を
容
易
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
基
本
的
要
件
と
、
か
っ
保
険
会
社
と
貸
手
グ
ル
ー
プ
と
の
間

に
あ
る
条
件
(
保
険
契
約
上
の
貯
蓄
等
)
を
説
い
て
他
の
非
銀
行
金
融
仲
介
機
関
と
の
特
殊
性
に
ふ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
貸
手
グ
ル

l

②
 

プ
の
提
供
す
る
資
金
の
性
格
、
特
に
保
険
料
の
性
格
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

の
-
Q
3
Zロ・一司・、円・

9
g
g
-
L
E仏・

① ② 

の
-
Q
3
Zロ
・
一
司
・
叶
・

9
v
o
s
-
L
E
P
3・
8
l
A

四

『
生
命
保
険
料
の
性
格
と
保
険
契
約
者
J

F

お
よ
び
生
命
保
険
会
社
の
行
動
、

イ

金
融
は
貨
幣
経
済
で
あ
る
資
本
主
義
生
産
の
基
本
的
性
格
か
ら
必
然
的
に
派
生
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
周
知
で
あ
る
が
、
こ
の
金
融
の

形
態
に
は
、
大
き
く
付
信
用
形
態
の
そ
れ
と
、

ω貨
幣
形
態
の
そ
れ
と
に
分
け
う
る
。
乙
の
小
論
で
は
、
専
ら
後
者
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
で
ほ
ぼ
目
的
を
達
し
得
る
乙
と
既
述
の
点
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

貨
幣
形
態
の
金
融
は
、
貸
付
資
本
の
貸
借
を
言
う
。
貸
付
資
本
の
形
成
は
「
貨
幣
の
流
通
が
再
生
産
過
程
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
」
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
遊
休
貨
幣
V
E
Z
B
Oロ
ω
可
八
と
い
う
。
遊
休
貨
幣
の
持
つ
一
般
的
性
格
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
こ

の
具
体
的
な
形
態
で
の
成
立
は
、
ー
諸
々
の
形
で
の
準
備
金
、

E
個
人
未
消
費
部
分
(
個
人
貯
蓄
)
、

E
産
業
資
本
循
環
過
程
か
ら
排
斥

さ
れ
て
生
じ
た
レ
ン
ト
ナ

l
の
資
金
を
あ
げ
う
る
。
こ
れ
ら
遊
休
貨
幣
の
う
ち
、
保
険
会
社
で
も
、
特
に
生
命
保
険
会
社
は

E
の
個
人
所

得
の
う
ち
の
未
消
究
部
分
(
個
人
貯
蓄
)
を
生
命
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
て
吸
収
し
、
か
っ
生
命
保
険
契
約
期
間
が
既
し
て
十
年
、
二
十

年
と
い
う
長
期
な
る
を
も
っ
て
、
長
期
的
貸
付
可
能
な
資
金
(
長
期
貸
付
資
金
)
に
転
佑
さ
せ
る
乙
と
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
個

人
の
相
対
的
小
額
貯
苔
分
を
長
期
保
険
料
払
込
み
と
い
う
条
件
を
通
し
て
長
期
の
貸
付
可
能
な
資
金
と
す
る
。



資
本
主
義
経
済
の
成
長
期
は
、
固
定
資
本
部
分
を
累
積
さ
せ
、
し
か
も
そ
れ
ゆ
え
の
産
業
拡
張
な
ら
び
に
企
業
間
競
争
は
新
製
品
や
技

術
の
開
発
の
た
め
の
投
資
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
企
業
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
寡
占
競
争
、
完
全
競
争
等
の
も
と
に
あ

る
企
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
と
し
て
機
能
す
る
資
本
量
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
、
誰
れ
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
必
然
的
に
資
本
市
場
は
長
期
資
本
市
場
と
短
期
資
本
市
場
に
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

-
-
E
は
大
口
の
遊
休
貨
幣
と
し
て
所
謂
〆
。
ロ
・

σω
ロ
W

E
ロ
ωロ丘町乙

E
Z円
BOEω
片
山

2.
の
担
当
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
か
つ
長
期
貸

付
可
能
資
金
と
な
り
う
る
し
、

E
は
銀
行
組
織
の
担
当
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
短
期
の
そ
れ
を
形
成
し
よ
う
。
と
乙
ろ
が
生
命
保
険
会
社
は
、

小
口
の
個
人
貯
蓄
分
を
保
険
料
と
い
う
形
に
し
て
多
数
人
か
ら
吸
収
し
、
し
か
も
長
期
保
険
契
約
期
間
に
お
け
る
月
払
い
、
年
払
い
保
険

料
払
込
み
と
い
う
条
件
を
通
し
て
、
大
口
で
長
期
的
で
然
も
既
に
保
険
料
と
言
う
合
理
的
計
算
を
さ
れ
た
貸
付
可
能
資
金
1

1
保
険
会
社

内
で

I
の
形
、
す
な
わ
ち
責
任
準
備
金

V
3
Z
o
u
-
-
2
百円。

B
E
B
3
8
2
0一
口

2
wロ
ロ
阿
佐
名
目

g
r
ユω
2
8
自
主
志
Bω
巴

ρ
5一

円
2
0
2
0
3
R
Z
2
5
ω
3
8ロ
Z
・
八
の
形
に
す
る
o
l
l
l
と
す
る
。
更
に
、
国
民
所
得
水
準
の
上
昇
と
と
も
に
生
命
保
険
需
要
者

①
 

を
広
げ
る
と
共
に
保
険
料
額
の
増
大
を
可
能
と
す
る
。

小
口
の
遊
休
貨
幣
を
多
数
人
か
ら
集
積
し
て
大
口
の
遊
休
貨
幣
を
形
成
し
、
以
っ
て
そ
の
運
用
活
動
を
行
な
う
保
険
会
社
、
特
に
生
命

保
険
会
社
は
経
済
成
長
過
程
に
お
い
て
自
ず
と
長
期
的
貸
付
を
可
能
と
す
る
と
共
に
企
業
(
借
手
グ
ル
ー
プ
)
側
か
ら
も
貸
付
可
能
期
間

の
長
期
化
の
要
望
に
こ
た
え
る
べ
く
運
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
れ
る
。
保
険
会
社
の
貸
付
行
動
は
、
そ
の
目
標
を
保
険
会
社
か
ら
み
て

貸
手
側
(
資
金
余
剰
部
門

t
家
計
)
と
借
手
側
(
資
金
不
足
部
門

t
企
業
)
と
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
生
む
利
益
を
最
大
化
す
る
こ
と

に
あ
る
。
貸
付
側
に
与
え
る
サ
ー
ビ
ス
は
所
謂
「
保
険
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
り
借
手
側
に
与
え
る
サ
ー
ビ
ス
は
所
謂
「
投
資
サ
ー
ビ
ス
」
に

一
般
的
に
は
、

あ
る
。
殊
に
、
貸
付
可
能
資
金
を
運
用
し
豊
富
な
利
子
収
入
を
獲
得
す
る
こ
と
が
主
眼
と
さ
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
に
該
資
金
元
本
の
喪
失

危
険
を
最
少
限
に
す
る
よ
う
努
力
す
る
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
保
険
金
支
払
が
保
険
会
社
の
使
命
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社

七
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① 

。・
2
3
Zロ・日当・↓・
9
g
g
-
L
E仏

口

保
険
会
社
の
貸
付
可
能
資
金
を
い
か
な
る
方
法
で
運
用
す
る
か
と
い
う
保
険
資
金
運
用
行
動
に
つ
い
て
は
、
内
外
の
研
究
者
に
よ
り
研

究
さ
れ
て
き
て
い
る
。
内
部
の
も
の
で
、
石
坂
泰
三
氏
、
小
野
清
三
氏
、
高
垣
五
一
氏
、
川
原
林
順
五
郎
民
、
関
口
勝
太
郎
氏
、
西
尾
清

一
氏
、
山
中
宏
氏
、
等
々
の
著
作
や
論
文
、
外
部
の
も
の
と
し
て
、
フ
ア
イ
(
司
w

司
ou--)
、
ケ
イ
ン
ズ

C
・冨
-woU1ロ
g)
、
ハ
イ
ネ
ル

ツ
(
開
・
出
色
ロ
O

円N
)

、
ロ
ー
ズ

(ロ・の・問。
ω
ゆ
)
そ
し
て
レ
イ
ン
ズ
(
同
・
司
・
河
内
守
口

g)
等
々
の
そ
れ
ら
記
憶
に
と
ど
め
る
も
の
だ
け
で
も

多
数
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
ク
レ
イ
ト
ン
、
オ
ス
ポ
!
ン
両
氏
は
、
本
書
第
三
章
以
下
で
、

シ
ユ
パ
ル
ツ
(
の
・
∞
の
町
当
ω
ユN
)

、
フ
ロ
ス

ト
(
同
・
司
円
。
ω
仲)、

マ
ル
コ
ピ
ッ
チ
(
国
・
冨
R
w
o
i
R
)
、

ウ
エ

l
ル
(
「
巧
O
F

ユ0
)

、
ク
ラ
!
ク
(
国
・
の
・
ゎ
F
R
W
O
)

、
ペ
グ
ラ
l

〈同・回・国・
MMom-o円
)
等
々
の
著
論
を
中
心
に
彼
等
の
企
図
す
る
分
析
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

乙
乙
で
紹
介
し
た
第
二
章
で
も
、
彼
等
は
マ

①
 

ク
ミ
ラ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
(
冨

2
自
己
冨
ロ
の
与
)
と
保
険
会
社
の
資
金
運
用
行
動
(
投
資
行
動
)
と
の
関
係
に
ま
で
触
れ
て
い
る
。
し
か

も
、
分
析
方
法
は
金
融
理
論
的
特
色
を
有
す
る
乙
と
勿
論
、
経
験
的
・
統
計
的
手
法
を
も
併
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
論

稿
す
る
を
あ
と
に
譲
り
、
生
命
保
険
需
要
行
動
と
生
命
保
険
会
社
行
動
と
の
性
格
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
、
次
い
で
乙
の
小
論
の
結
び
に

移
ろ
う
.
(
I
)
先
ず
生
命
保
険
需
要
者
の
行
動
の
基
調
は
、
自
己
の
、
又
は
第
三
者
の
た
め
に
す
る
保
険
に
加
入
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
得
る
満

足
と
生
命
保
険
会
社
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
少
な
く
と
も
そ
の
時
点
か
ら
一
定
期
聞
に
わ
た
っ
て
得
ら
れ
る
そ
れ
ら
を
最
大
化
し

ょ
う
と
す
る
処
に
あ
る
。
即
ち
、
生
命
保
険
と
い
う
仕
組
を
通
じ
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
保
険
貯
蓄
せ
ん
と
す
る
合
目
的
的
行
動
に
よ

る
最
大
満
足
佑
に
あ
る
。



(
E
)
企
業
と
し
て
の
生
命
保
険
会
社
の
行
動
の
基
調
は
、
保
険
需
要
者
と
資
金
不
足
部
門
と
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
住
む
利
潤
を

極
大
化
最
大
化
に
す
る
合
理
的
、
打
算
的
行
動
を
と
る
機
関
と
し
て
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
生
命
保
険
会
社
は
そ
の
利
潤
を
主
に
保
険

資
金
(
産
)
の
運
用
利
益
に
求
め
る
。

(
E
)
保
険
需
要
に
依
り
、
自
己
の
行
動
の
最
大
満
足
化
を
計
ろ
う
と
す
る
者
と
そ
れ
を
引
受
け
る
こ
と
に
依
り
極
大
利
潤
を
合
理
的
、

か
っ
打
算
的
行
動
に
よ
り
計
ら
ん
と
す
る
生
命
保
険
会
社
と
の
相
互
取
引
の
場
、
即
ち
生
命
保
険
市
場
が
こ
こ
に
生
ま
れ
る
。
し
か
も
、

生
命
保
険
会
社
は
、
自
己
の
行
動
を
実
現
す
る
た
め
に
そ
こ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
資
金
(
宮
ロ
品
ω)

を
運
用
す
る
。

命
保
険
会
社
は
資
金
余
剰
部
門
と
資
金
不
足
部
門
と
の
金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
役
割
を
演
ず
る
。

こ
こ
に
至
っ
て
生

(
町
)
保
険
料
と
保
険
金
と
の
交
流
と
、
両
者
間
の
滞
留
部
分
|
|
保
険
会
社
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
貸
付
可
能
資
金
と
な
る

l
lと
資

金
不
足
部
門
と
の
そ
の
交
流
と
を
保
険
金
融
と
言
う
ζ

と
に
し
、
前
者
を
さ
ら
に
一
次
的
金
融
、
後
者
の
そ
れ
を
二
次
的
金
融
と
し
よ
う
。

(1)矢印は貸付資金 (loa-

nable funds) の勤きを示

めす。
(II)ガ戸レイ、 シヨ戸両

教授の考え方になるとこ

ろがこの図においては多

Gu r1ey & Sha w， Finan-
cial Intermediaries and 

the Saving-Investment 

Process. Journal of Fi-

nance.5.1956. を例示す。

保険契約者

(託金余罪I1 部門)

一
次
的
金
融
と
二
次
的
金
融
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
方
法
を
異
に
す
る
が
、
両
者
共
に
密
接
且
つ
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
後
者
は
前
者
を

保
護
し
つ
つ
、
保
険
会
社
の
利
潤
極
大
を
計
る
べ
く
行
動
を
と
る
。
保
険
会
社
が
一
つ
の
金
融
仲
介
機
関
と
し
て
行
動
す
る
限
り
、
乙
こ

に
言
う
一
次
的
金
融
と
二
次
的
金
融
と
の
い
ず
れ
が
重
要
か
と
そ
こ
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
保
険
金
融
行
動
は

金
融
仲
介
機
関
と
し
て
の
保
険
会
社

七
五



経

営

と

経

済

七
六

一
次
的
金
融
と
二
次
的
金
融
と
の
連
続
せ
る
過
程
に
あ
る
。
従
っ
て
両
者
の
接
点
と
な
り
、
直
接
探
者
た
る
保
険
会
社
は
如
何
に
自
己
の

目
的
を
達
成
す
る
か
を
常
時
思
索
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
当
然
で
あ
る
。

の・

2
3
Zロ
-u

巧・、吋・

9
g
g
-
g
E・
3
・2
l
u・

① 

結

ぴ

ω
生
命
保
険
会
社
は
、
既
し
て
、
個
人
所
得
の
未
消
費
部
分
(
小
口
遊
休
貨
幣
)
を
、
生
命
保
険
会
社
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
も

っ
て
、
多
数
人
か
ら
集
積
し
、
大
口
遊
休
貨
幣
1
長
期
的
貸
付
可
能
な
資
金
に
変
え
て
資
金
不
足
部
門
に
提
供
す
る
金
融
仲
介
機
関
と
し

て
の
役
割
を
演
ず
る
。

(2) 

資
本
主
義
経
済
の
成
長
過
程
に
お
い
て
は
、
今
日
わ
れ
わ
れ
の
知
る
と
と
く
、
固
定
資
本
部
分
の
増
大
を
捉
す
と
共
に
、
そ
の
た

め
の
長
期
的
貸
付
可
能
な
資
金
の
有
す
る
生
命
保
険
会
社
の
重
要
性
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

ω
保
険
需
要
者
は
、
当
然
保
険
料
を
保
険
契
約
条
件
に
従
っ
て
納
付
す
る
が
、
生
命
保
険
需
要
者
は
個
々
的
に
は
個
人
(
家
計
)
の

小
口
資
金
所
有
者
で
あ
る
が
た
め
、
保
険
会
社
の
貸
付
・
投
資
活
動
は
、
社
会
的
経
済
的
影
響
力
が
大
で
あ
る
。

ω
金
融
構
造
が
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
伴
な
い
、
質
的
に
も
量
的
に
も
変
佑
し
て
い
る
今
日
、
た
だ
単
に
保
険
会
社
に
限
定
し
た

貸
付
・
投
資
分
析
で
は
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
目
的
を
も
つ
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
よ
う
。
第
一
は
経
営

経
済
理
論
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
と
、
第
二
経
営
経
済
政
策
を
考
究
し
た
上
で
の
資
金
運
用
効
果
の
分
析
で
あ
り
、
第
三
は
資
本
市
場
で

の
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
さ
ら
に
論
究
す
べ
き
点
を
多
々
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
点
を
少
な
か
ら
ず
解
決
す
る
た
め
に
「
保
険
資
金
の
性
格
と
保
険
会

社
の
行
動
」
と
題
し
(
経
営
と
経
済
)
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

ー
昭
和
四

O
年
十
二
月
三
十
日

l




